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～夫婦で楽しい家庭を築くために～
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家庭に対する男女の意識の差
　平成25年度に宜野湾市役所内で、男女共同参画に関するアン
ケートを行いました。さまざまな質問項目がありましたが、男女別
での意見が一番食い違っていたのは、次の質問でした。
Q．「あなたの家庭では男女が平等だとおもいますか。」
A．「平等・どちらかと言えば平等」　男性70％　女性48％
　男性の多くが家庭は平等だと感じる一方、そう思っている女性
は半数をきっており、22％も開きがあったのです。
　認識の差が大きいということは、夫が気づかない間に、妻の不
満が蓄積されてしまっている可能性があります。

男性の家事・育児参画の現状 　日本では、6歳未満の子どもをもつ夫の家事関連時間全体で1時

間7分、うち育児の時間が39分と、先進国中最低の水準にとどまって

います（左グラフ）。

　さらに、6歳未満の子どもをもつ夫の「家事」及び「育児」の行動者

率は、共働き世帯でも、約8割の男性が「家事」を、約7割の男性が「育

児」を1日当たり15分も行っていません。

　また、男性の育児休業取得率は、2012年度には1.89％と非常に低

い水準で推移しています。育児休業の取得促進のためには、労使に

おいて、意識改革や職場の雰囲気づくりに取り組むことが必要です。

「お互いに　未来を掴もう　共同参画」問合せ：市民協働推進課 平和・男女共同係　☎８９３-４４１１ 内線４２１
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皆さんのご参加をお待ちしてます。

どうすればいい？

平成26年度男女共同参画週間
キャッチフレーズ

家事場のパパヂカラ

　世界経済フォーラムが
2013 年 10月、各国における
男女格差を測るジェンダー・
ギャップ指数（GGI）を発表し、
日本は 136 カ国中 105 位で
した。

　夫がいくら仕事を頑張り、自分なりに妻のために尽くしていたとしても、それが妻の望むことと違っていては夫婦の関係にすれ違
いが生じてしまいます。
　ギスギスしない楽しい夫婦を目指すためにも、男性が家事などに参加する事に対する抵抗感をなくし、妻と協力して家事・育児
を進めようという意識を持つことは大切です。
　また、「妻が家事をやってくれるのはあたり前のことではない」と気づくことで、自然に感謝の気持ちを伝えることができます。そう
すれば、お互い気持ちよく家事に取り組み、夫婦や家族間で良いコミュニケーションを図ることが期待できます。

参考：内閣府広報紙「共同参画」2013年12月号・2014年6月号
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